




















































































































る。最新のCARTO® 3 version 7で使用できるCoherent mappingでは、伝
導速度ベクトルを加味した局所心房興奮をマップすることで、より詳細に
頻拍回路の情報を得ることが可能となった。
　今回我々は、先端が５本に分枝しそれぞれに４つの電極を有する電極カ
テーテル（PentaRay®）を用いて心房内の局所電位を短時間で多数取得し、
Coherent mappingの情報を元に心房粗動を治療した症例を報告する。
８．「筋萎縮性側索硬化症（ALS）における酸化ストレスの評価」
太田康之（山形大学医学部内科学第三講座脳神経内科学）
　筋萎縮性側索硬化症（ALS）では、選択的運動ニューロン変性と酸化ス
トレスの関連が報告されているが、経時的にALSの酸化ストレスは十分に
評価されておらず、近年ALS治療薬として認可された、抗酸化ストレス治
療薬エダラボンのALSにおける抗酸化ストレス軽減効果は十分評価され
ていない。そこで、酸化ストレス下でNrf2発現亢進をin vivo imagingで評
価できるNrf2 TgマウスとALSマウス（G93A-SOD1 Tg）を掛け合わせた
Nrf2/G93A double TgマウスとALS患者にエダラボン治療を行い、酸化ス
トレスと神経変性を解析した。in vivo imaging、組織免疫染色、血液・髄
液のdROMテスト（酸化ストレス解析）とOXYテスト（抗酸化ストレス
機能解析）により、ALS病態における経時的な酸化ストレスの関与とエダ
ラボンによる酸化ストレス軽減効果を明らかにした。
特別講演
「イオンチャネルの分子薬理学」
石井邦明（山形大学医学部薬理学講座）
　電気生理学の基礎となる概念はHodgkinとHuxleyによるヤリイカ巨大軸
索を用いた研究によって形成された。それから70年近くが経過しているが、
その後のイオンチャネル研究における大きなふたつのブレイクスルーとし
て、NeherとSakmannによるパッチクランプ法の開発および分子生物学の
発展によるチャネル分子の実体解明が挙げられる。私が薬理学研究の門を
くぐったのは1982年であり、Ca２＋チャネル遮断薬の薬理学的研究が最初
のテーマであった。その頃、パッチクランプ法による研究は盛んに行われ
ていたが、イオンチャネルの分子実体はまだ解明されていなかった。イオ
ンチャネルの研究において、分子生物学が初期に対象としたのは主に神経
組織の電位依存性チャネルであり、循環器系のイオンチャネルの研究はそ
れ以降のことであった。
　本日は、心臓の電位依存性K＋チャネルの分子薬理学的な研究について、
構造活性相関の研究なども含め、講演をさせていただく予定である。
